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シンポジウム開催概要（案） 

 
 
 
《目的》 
 

 厳しい経済情勢が依然として続いており、自治体マネジメントにおいて、コスト情報の

重要性はさらに高まっている。公会計改革の機運も、今後ますます高まると予想され、先

進自治体の取組は、全国の自治体から大きな関心が寄せられると思われる。 

 そこで、シンポジウムを開催し、公会計制度改革の必要性や可能性を示すことは、これ

から公会計制度の整備を進める自治体にとって有意義な情報提供となるだけでなく、先進

自治体にとっても、公会計制度の積極的な活用が広がることで制度活用の可能性が広がる

ことにもつながるものと考える。 

 

・制度の導入意義、制度の導入プロセスなどの実務と、活用方法等を広く紹介する 

・今後の自治体マネジメントの展望を示す 

 

 

 

《開催概要》 
 

日 付：平成 26年 11月 12日（水）午後 

 

場 所：東京都町田市内（町田駅周辺） 

 

対象者：全国の自治体関係者等（400名程度） 

 

次 第：(1)主催者代表挨拶 

(2)基調講演 

(3)連絡会議参加団体報告 

(4)パネルディスカッション 

 


